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Abstract

 In order to control witches' broom in Cupuacu trees an experiment was conducted to assess 

the effect of spraying seedlings with Folicur emulsion •~2,000 and Bayfidan W. P, •~1,000 at 2, 4 

and 6 weeks intervals. The growth in Cupuacu seedlings was inhibited when sprayed with 

Folicur •~2,000 at an interval of 2 weeks. Spraying at 4, 6 weeks intervals with both Folicur 

•~ 2,000 and Bayfidan •~1,000 were judged to be of practical use because good control effects were 

achieved including inhibition of basidiocarps formation on dead branches and the growth of 

Cupuacu seedlings wes not inhibited.

熱帯 果樹 クプアス は ブラ ジル アマ ゾ ン地 域 に 自生

す る果樹 で あ って,整 枝,勇 定 な どの栽培 技術 は,未

だに確 立 され ていな い(Rudgard,1986;米 山 ・Stein,

1995)。 こ の ク プ ア ス は カ カ オ と同様 にCrinipellis

pernaczosa菌 の感 染 に よっ て,天 狗 巣 病 が 発 生 す る

(Baker,1943; Holliday, 1960; Rudgard, 1986)。 本 病

の薬 剤 に よる防 除の前提 と して,病 原 菌菌 糸 の伸長 抑

制が 検討 され(McQuilken and Rudgard, 1988),さ ら

に,Folicur乳 剤(成 分Tebuconazole),Bayfidan水 和

剤(成 分Triadimenole)を,本 病 に よって発病 枯死 し

た枝 に4週 間お きに散布 す る こと によ って,そ れ らの

枝 上 に形成 されて,第 一 次伝 染源 となる担子 体 の形成

が顕著 に抑制 され る(米 山 ・Stein,1995)の で,伝 染

源 が 断 ち切 られ,防 除上極 め て有効 で あ るこ とが明 ら

か にな った(米 山 ・Stein,1995)。 他 方,カ カオの苗

にHexaconazoleを 散布 す る と,天 狗 巣 病 の発生 が抑

制 される ので(McQuilken and Rudgard, 1988),担 子

胞 子 の 飛 散,発 芽 抑 制 に有 効 な薬 剤(米 山 ・Stein,

1995)を 用 い,ク プアス樹 に散布 して発 病抑 制効 果 を

検討 した。

材 料 お よび方 法

1.薬 剤散 布 に よる防 除効 果(1回 目)

発 芽1か 月後 の ク プアス苗 を径20cmの ポ ッ トに5株

当 て植 えつ け た。他 方,ス ク リー ンハ ウス内 に,発 病

枯死枝 を多 数 ひ もで 吊る して おいて担 子体 を形 成 させ,

担子 胞子 を多 数飛 散 させ る よ うに した。そ して前記 の

クプ アスの植 えつ け られ た ポ ッ トを,そ れ らの 下 に置

い て管理 した。薬 剤 はFolicur乳 剤1,000倍,Befran液

剤1,000倍 液 を,こ れ らのポ ッ トに植 えつ け られた クプ

アス苗 に5月18日 ～6月29日 まで1週 間お よび2週 間

間隔 で散布 した。発 病 調査 は各 散布 前 に行 い,最 終散

布 後 の7月22日 には,生 育 調査(本 葉 第1葉 の基 部 か

ら生長 点 まで の伸 長 と葉数)と 最終 的 な発病 を調査 し

た。

2.薬 剤 散布 に よる防除効 果(2回 目)

発芽1か 月後 の ク プアス 苗 を径20cmの ポ ッ トに5株

当て植 えつけ た。薬剤 はFolicur乳 剤2,000倍,Bayfidan

水 和剤1,000倍 お よびSilbacur乳 剤1,000倍 液 を7月27

日～9月7日 まで2週 間,4週 間お よび6週 間間 隔で

散布 し,本 病 の発 病 によ る枯 死枝 を多 数 吊 したス ク リ

ー ンハ ウス 内で 管理 した
。散布 前 に発 病 を調査 し,9
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月14日 には,生 育(本 葉 第1葉 の基部 か ら生 長点 まで

の伸長 と全 葉数)を 調査 す る と ともに,最 終調 査 を行

った。

3.試 験 中 にお ける ク プアス苗 の管 理状 況

ス ク リー ンハ ウス 内 に本病 によ って発病 枯死 した枝

を地 上約1mに 多数 吊 る して,そ の下 の地面 に供試苗 を

植 えつ け たポ ッ トを置 い て,多 数 の担 子胞 子 が クプア

ス 苗上 に飛散 す る よ うに した。担子 胞 子 の飛散 は散 布

前 日にク プアス苗 の位 置 にス ライ ドを設置 し,そ れ を

24時 間後 に採 取 して,顕 微 鏡 で カバ ーグ ラス の面積 内

におけ る胞子 数 を計数 した。

結 果 およ び考察

1.薬 剤散 布 に よる防 除効果(1回 目)

本 試験 は,ク プア ス園 の 自然 条件 下 にお け る担 子胞

子 の飛散 に比 して,100～200倍 も飛散す る条件(Figure

1)下 で,行 わ れた に もか かわ らず,Folicur乳 剤1,000

倍 液 の1週 間お よび2週 間お き散布 に よって発病 が全

く認 め られず(Table1),防 除効 果 が高 か った。 しか

し,本 剤1週 間お き散布 に よって,健 全 株 にお け る生

長 点付 近 の生育 が抑 制 され る強 い薬 害が 認 め られ,2

週 間間 隔散布 に よ って も同様 な生 育抑 制 が み られ た。

Befran液 剤1,000倍 の1,2週 間 お きの散布 に よる防除

効 果 はほ とん ど認 め られ なか った。 本剤 の2週 間間隔

散布 で わず か に生育 が抑制 されたが,葉 数の抑 制 はみ

られ なか った(Table1)。

2.薬 剤散 布 に よる防 除効果(2回 目)

この試験 も前記 の試 験 と同様 に,担 子胞 子 が 自然 条

件 の100～200倍 も飛 散 す る条件 下で(Figure1)行 わ

れ た に もか か わ らず,Folicur乳 剤2,000倍 は2,4お

よ び6週 間 間 隔,Bayfidan水 和 剤1,000倍 お よ び

Silbacur乳 剤1,000倍 液は2,4週 間間 隔の散布 に よっ

て,全 く発病 が認 め られず(Table2),防 除効 果が 高

か った。Bayfidan水 和剤1,000倍,Silbacur乳 剤1,000

倍 の6週 間 間隔散 布で は,そ れ ぞれ11.1%,5.6%の 発

病が み られ て(Table2),防 除効果 は劣 っ た。Folicur

乳剤2,000倍 の2週 間お きの散 布 で は,生 長点 付 近 が

2.7cmの 生長 しか み られず,生 長抑制 の薬害 が ひ どか っ

たが,4,6週 間間 隔の 散布 で は5.7,5.8cmの 生 長 で

あ って,無 散 布が6.7cm生 長 したの に比 して,わ ずか に

生 育 が 抑 制 さ れ た の み で,そ れ は軽 微 で あ っ た 。

Bayfidan水 和 剤1,000倍 は2,4,6週 間間隔散布 で,生

長抑 制の薬 害 は認 め られなか ったのに反 して,Silbacur

乳剤1,000倍 液2,4お よび6週 間お きの散布 で は,生

育抑 制 の薬 害が 認 め られた(Table2)。

Fig. 1 Number of basidiospores recorded during the test period. The straight 

     line represents the number of basidiospores under natural condition and 

     dotted line that in screen cage under dead branches in Cupuacu orchard.
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Table 1 The effect of two fungicides applied at varying hours intervals on the control of witches' broom on Cupuacu 

       seedlings (1st test)

5 seedlings 1 month after germination were replanted into a pot (diameter 20cm). The final records for infection and 

 growth were made on 14 September. Values given the same letter are not significantly different otherwise P<0.05 
 with Duncan's multiple range test. 

a) Chemicals were applied between 18th May and 29th June.

Table 2 The effect of two fungicides applied at varying hours intervals on the control of witches' broom on Cupuacu 

       seedlings (2nt test)

5 seedlings 1 month after germination were replanted into a pot (diameter 20cm). Values given the same letter are 

 not significantly different otherwise P<0.05 with Duncan's multiple range test. 

a) Chemicals were applied between 27th July and 7th September. 

b) E: Emulsion, W. P.: Wettable powder. 

c) Mean of three replicates.

 以上 の結 果か ら,前 述 した よ うに 自然状 態 に比 して

担子 胞子 が,100～200倍 も飛散 す る条件 下で行 われ た

に もか か わ らず,Folicur乳 剤, Bayfidan水 和 剤 は4

週 間お よび6週 間お きの散布 で,本 病 の 防除効 果 が顕

著 であ り,さ らに両剤 の4週 間 お きの散布 で,第1次

伝染 源 となる発枯 死枝 上 に形 成 され る担子 体 の形成 抑

制 も顕 著で あ り(米 山,Stein,1995),さ らに生育 抑

制 もみ られ ない こ とか らみ る と,両 剤 の うちの どち ら

か を用 いた4週 間 または6週 間 間隔 の散布 が,本 病 の

防 除 にあ たって は高 い防除効 果 を示す もの と考 え られ

る 。
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